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新刊紹
介

'
.
沢

崎

堅

造

著

.

.

.

『

キ
リ
ス
ト
教
経
済
思
想
史
研
究

』

.

，

-
-
-
-

ル
I

テ
.

ル
、

力
.
.ル
.

ヴ
ァ
シ
.、
M

ト
.

マ
.

.

ス
、

ア
ゥ
グ
ス
チ
ヌ
ス
研
究
I

.

」

:

著
渚
は
'京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
員
と
し 

て
、
驻
督
教
経
済
思
想
史
の
研
究
に
従
事
し
、
昭
和 

:
.
.
'ー
0

丨
1

七
年
の
七
年
間
に
数
多
く
.

の
業
績
を
.

：.「

経
.
. 

済
論
叢」

，誌
上
に
発
表
さ
れ
た
。
昭
和
一
七
年
満
鉄 

レ
1

局
矂
託
と
い
ぅ
资
格
で
熱
河
.

に
向
い
、
熱

河

及
' 

.

ひ
篆
^

に
伝̂
-

し

.

終
戦
と
と
も
に
.

消
肩
不
明
と
な
'
: 

つ
た
。.
本
«?

全
篇
に
'

は

著

者

の

時

局

へ

の

抵

抗

'
と

贖 

罪

9

姿
勢
が
ぅ
か
.

が
わ
れ
る
。

■
.

德

‘1

摩
ル
I

テ
ル
研
究
は
本
書
中
霞
も
質
量
と
も
'- 

に
す
ぐ
れ
て
い
る
部
分
で
、
ル
i

テ
ル
の
経
済
観
の
.

. 

根
底
に
あ
る
人
間
観
、

即
ち
、

入
間
の
現
実
の
悲 

惨
.

醜
惡
令
他
の
誰
ょ
り
も
如
悉
し
て
い
た
ル
I

テ 

ル.
の
.

人
辟
観
力
ら
出
発
し
そ
こ
か
，ら
利
の
意
志
に 

そ
ぅ
職
業
労
働
へ
の
従
^
に
至
る
内
的
論
理
を
解
明 

.
し

、
服
従
と
秩
序
を
驻
調
と
し
た
教
説
を
分
析
す
V
 

る
。
次
い
で
、
神
に
立
て
,ら
れ
た
も
の
と
し
て
の
権 

カ
者
.
.の
责
任
を
論
ず
る
。0
そ
の
場
合
.

ル
ー
テ
.

ル
に
■あ 

■

つ
で
は
秩
序
の
維
持
が
前
而
に
出
て
来
る
，
而
し
て 

現
世
的
統
治
の
届
き
得
ぬ
世
界
が
あ
る
と
し
、
そ
の 

.

限
界
を
主
張
し
て
い
る
。
次
に
人
類
の
歴
史
は
、
自

： 

.

己
完
成
す
る
も
の
と
し
て
■

で
は
な
く
、
_
判
を
経
て 

救
済
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
断
絶
.

を
経
、て
発
展
す
る
も
'

.
 

..

の
.

と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
終
末
の
保
証

が
、
現
実
の
悪
に
耐
え
る
根
拠
と
な
る
の
だ
、
と
分 

析
さ
れ
て
い
る
。
更
に
ル
！
テ
.

ル
の
職
業
観
は
マ
ッ 

パ

ク
ス
'.
.

ゥ
ヱ
ー
バ
ー
の
い
ぅ
所
よ
り
は
保
守
的
で
、
 

敬
虔
主
義
的
職
分
観
に
近
：い
ど
す
る
。.
.
次

い

で「

ル 

_
 

I

テ
ル
の
軍
人
論」

「

ル
ー
テ
ル
と
ト
ル
コ
戦
命」 

及
び
.「

，ル
ー
テ
V

と
ド
ィ
ッ
農
民
戦
学」

の
三
つ
の 

補
論
.
は
、
戦
#

論
で
、
人
の
現
実
の
罪
性
と
教
済
に. 

:

よ
る
新
た
な
創
造
と
い
.

ぅ
矛
盾
を
統
一
し
て
論
.じ
て 

.

い
る
。
.

と
こ
ろ
で
生
の
現
実
を「

悲
惨
と
栄
光」

に 

於
て
と
ら
え
る
場
合
ノ
ど
れ
程
の「

緊
張」

=
=

相
互 

滲
透
に
お
い
.

て
把
握
す
る
.

か
が
問
題
で
あ
る
。.
著
者 

は
ルー

テ
ル
を
主
観
的
.
心
情
主
義
的
に
と
ら
え
る 

而
で
鋭
さ
を
も
っ
て
い
な
が
ら
、

「

意
図
せ
ざ
る
結 

■•
'

果J

，を
齋
ら
す
麼
史
の
皮
肉
を
解
明
出
来
な
い
で
い 

る

き

ら

い

，
が

あ

る

。

併

し

、

こ

の

三

篇

は

著

者

の

時
 

'局
へ
の
プ
ロテ

：：

ス
ト
と
し

て
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
.
' 

.

事
は
理
解
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
o

第
一1

章
-「
力
ル
ヴ
ナ
ン
研
究

」

で
は
、.利
子
論
と
、
. 

'「

秩
序
と
職
業
1-

論
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

第
三
章 

'「

聖
ト
，マ
：ス
研
究」

は
？
ト
マ
ス
の

共
同
体
思
想
を
、
 

「

正
義」

：と

「

法
と
愛」

.
のI
一
而
か
ら
考
察
し
て
い 

ノ

る
。
.補
論「

国
家
に
関
す
る
ト
マ
ス
と
ヵ
ル
ヴ
ブ
ン

」 

.

は
.
、
.

国
家

•

共
同
体
♦

統

治

者

の

任

務

•
.
責

任

• 

_

 

:

民
の
服
従
と
そ
の
阪
界
を
論
'"1
:

-

て
い
.る
。

第

四

車「

ァ
ゥ
ダ
ス
.チ
ヌ
ス
研
究」

，.
で
；は

「

ァ
ゥ
. 

グ
ス
.

チ

ヌ

，ス

の

共

同

体

思

想

1_
.

が
-
か
え
り
み
ら
れ
、

■ 
「

神
の
.

国」

は
、

血
腥
ぐ
さ
い
.「

地
上
の
国」
の
中 

.

に
あ
っ
て
、
こ
れ
と
交
錯
し
、
戦
い
、
仕
え
つ
つ
あ
. 

る
。「

地
上
.

の
国」

の
衰
滅
は
-.

神
の
：国」

：
の
栄
光 

の
時
で
も
あ
る
と

す
る
。

.

■:
.

巻
末
の
補
論1

1
1

篤
.「

原
始
教
団
の
共
同
性
'―

特

に
エ
ル
サ
レ
ム
に
お
け
る
所
有
に
つ
い
て

—

」

、

「

古
代
ユ
ダ

ャ
共
同
体
の
成
立」

「

*

代
ユ
ダ
ャ
共
同 

体
の
形
態」

は
、
.
時
局
の
緊
迫
下
に
あ
っ
て
著
者
の 

関
心
の
移
行
を
示
す
も
の
と
し
て
読
む
と
.

興
味
深 

い
。

(

未
来
社

•

 

A

 5

本
文
一|

九
四
頁
.

巻
末
に
追 

憶
文
三
篇
.

一
、

ニ
〇
〇
円)

丨
中
村
勝
己
丨 

*
• 

*

*

計
量
経
済
学
の
標
準
的
教
科
書
と
し
て
最
近
ほ
ぼ 

類
似
の
も
の
と
し
て
、
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
と
ゴ
t

ル
ド 

バ
I

ガ
ー
の
著
作
が
あ
る
。
訳
者
の
.ま
え
が
き
を
み 

る
と
'

計
量
経
済
学
の
概
説
、'
な
い
し
教
科
書
に
は 

い
ろ
い
ろ
な
タ
.

ィ
プ
が
あ
る
が
、
.

一
つ
は
計
置
経
済
. 

学
に
独
自
の
考
え
方
を
強
調
し
た
も
の
、

一
つ
は
手 

法
を
網
羅
的
に
集
め
た
も
の
、
応
用
に
重
点
を
お
い 

.
,
:t
c

も
の
等
が
：あ
：る
？
タ
ラ
ィ
ン
、
チ
ン
ト
ナ
I

、
タ 

—

ィ
ル
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
し
か
し
こ
の
本
は
こ
れ
ら 

と
.違
っ
て
統
計
的
方
法
の
視
点
か
ら
、
し
か
も
線
型 

モ
デ
ル
の
推
定
と
い
ぅ
立
場
か
ら
、
简
単
な
線
型
回 

帰
か
ら
同
時
方
程
式
体
系
に
い
た
る
ま
で
展
開
し
て 

い
.

る
。
'す
な
わ
ち
計
量
経
済
学
の
統
計
理
論
が
き
わ 

.

め
て
要
領
ょ
く
、
.

ま
た
わ
か
り
や
す
く
説
.明
さ
れ
て 

い
る
、
，
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
そ
の
通
り
で
あ
る
と
い 

え
る
。
第
1

部
線
型
正
規
回
帰
モ
デ
ル
、
•こ
こ
で
は 

.

行
列
の
説
明
を
中
に
は
さ
ん
.

で
、
■古
典
的
最
小
自
乗 

.法
に
よ
る
推
矩
.
と
検
定
が
.

と
り
あ
つ
か
わ
れ
る
。
第
.

J

•

ジ
ョ
ン
ス
ト
シ
著

.

竹

.

内

.

.

啓
.
訳

.

.

『

計
量
経
済
学
の
方
法

』

指標 指 標 厂  
との相関

1 .888
3 - .8 1 8
4 .755
5 .833
6 ,700
7 . 668
8 .732
9 .817

10 .735
11 . 021
12 - .0 1 7
13 ,101
14 - ,5 1 5

.三
レ
べ
ル

(

高
等
教
育)

と
し
て
考
察
し
て
い
る
®

\

第
八
章
か
ら
は
人
的
資
源
と
開
発
計
画
の
総
合
を
述 

ベ
て
.

い
る
。.
翻
訳
.

の
五
〇
頁
に
七
五
力
国
を
.一
グ
ル 

I

プ
と
し
て
、.
--
*

四
個
の
指
^
の
枥
関
を
計
算
し
た 

相
関
行
列
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
七
項
目
に
ら 

た
っ
て
説
明
が
'

加
え
ら
れ
て
い
る
。

一
四
個
の
指
標 

と
は
、
1

、

複
合
指
数
、
2

、

ー.
人
当
り
0

;

2

;

?
 

(

米
ド
ル
換
算)

、
3

、
農
業
実
動
人
口
百
分
比
、
 

4

>

人

口一

人
当
り
教
師
数
、
5

、
人
口
一 

万
人
当 

り
エ
ン
ジ
ニ
ァ
及
び
科
学
者
数
、
6

、
人
口
一 

万
人 

当
り
医
師
及
へ
び
歯
科
医
師
数
、
7

、
第
1

レ
べ
ル
就 

■

学
率
、
8

、
第
1

及
び
第
2

レ
べ
ル
就
学
率
、

9

、
 

第
2

レ
べ
ル
就
学
率
、.
10

、
第
3

レ
べ
ル
就
学
率
、

11

、"

科
学
及
び
技
術
科
在
学
比
、
12

、.
人
文
•
学 

芸
•

.

法
律
学
科
在
学
比
、
13

、
公
共
教
育
支
出
へ
対 

国
民
所
得
百
分
比)

、
14

、
5

丨
14

歲
グ
ル
ー
プ
の 

百
分
比
で
あ
る
。
相
関
関
係
は
因
果
関
係
で
は
な
い 

が
、
.
.最
も
興
味
の
あ
る
一
人
当
O

G

 

N

P

と
各
指
標 

.
と
.
.の.
湘
関
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

(

ダ
ィ

ャ
モ
ン
ド
社
.
B
6
 

.

三

j

八
頁
•
九
五
〇 

円)

 

—

佐

赛

保
I

:

;

公
部
計
蹵
経
済
学
の
理
論
、
こ
こ
で
は
、
第
6

寧
''
:

変 

_ 

M

の

誤

差

、
：
.
，第

7

章
.

己
相
関
、
第
8
.

章
.

塔」 

，
方

程

式

の

い
.

ろ
.

い
ろ
な
問
題
、
第
9

章 

'
同
時
方
程
，
 

式
問
題
I

、
第

S

章

同

時

產

式

問

題

C
T

と
話 

',4

進
.

め
ら
れ
て
ゆ
く
。
こ
れ
ら
.

は
い
ず
.
れ
も
計
盘
経
. 

罾

に
'#

有
な
問
題
で
あ
り
、
読
者
は
こ
れ
を
読
む 

.

「

V

J

^

.に
よ
つ
.

て

経

済

問

題

に

あ

ら

わ

‘

る

特

有

の

困 

■.

，.難
と
、.
.
.
'
C

.れ
を
回
避
す
る
た
め
.
.
.に
ど
の
よ
う
.

な

.方

法 

が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
：な
い
か
を
知
る
こ
と
が
で 

き
る
で
あ
ろ
う
。
説
明
は
簡
単
な
も
の
か
ら
順
次
に 

避
雑
な
-

も

の

へ

，
と

進

ん

で

ゆ

く

が

、
'

紙
数
の
関
係
も

..

,

あ
ろ
う
が
、
も
う
少
し
多
く
の
実
列
が
あ
げ
ら
れ
て 

い
る
'

と
、

一
屑
読
者
の
理
解
を
助
け
る
の
で
は
な
い
.
. 

か
と
思
わ
れ
た
。
訳
者
も
述
べ
.

て
い
る
が
、
最
货
の 

二
章
が
、
他
に
比
べ
て
简
#

で
む
ず
か
し
く
、
こ
れ
' 

が
.

も
“
5

少
し
詳
し
べ
.わ
か
り
や
す
く
述
ベ
ら
れ
て
い 

る
と
、.
よ
り
.
興

味

深

い

も

の

と

な

.
つ

た

で

ち
ろ
う
。
 

し
か
L

い
ず
れ
に
せ
よ
、

計
量
経
済
学
の
標
準
的
著 

作
の
.

翻
訳
が
'
.で
る
.こ
と
に
夂
つ
て
比
較
的
安
い
値
段 

ヤ
、.
は
や
く
読
め
る
こ
と
は
学
生
諸
君
に
と
つ
て
は 

大
き
な
便
宜
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(

東
洋
経
済
新

:

T

佐

藤

保

—

承

.
 

* 

*
.

■
 

•
 

•
 

.
 

.
 
*
 
.

:.
F

•

ハ
丨
ビ
ソ
ン 

6

 

.

A

*
マ
イ
ヤ
 

|

ズ
%

.

ノ
ヵ
田
寿
.

桑
旧
宗
彦
訳
.

『

経

済

成

長

と

人

問

能

力

の

開

発

』

経
济
成
長
に
と
っ
て
、
単
に
物
質
资
源1

 

こ
ナ
で
尤

■f
e

x

人
的
資
源
が
重
要
で
.

あ
るX

J
.
.

と
は
今
日
常
識
と
. 

な
っ
て
お
り
、

こ
.

れ
に
関
す
;2
>

書
物
も
い
く
つ
か
出
'. 

版
さ
れ
た
が
、
本
書
は
そ
の
中
で
も
暖
も
詳
し
い
も 

.
■

の

で

あ

ろ

う

^

本

書

の

特

色

を

ま

え

が

き

よ
り
み
れ 

ば
、
そ
の
特
色
は
"

£

く
各
国
0.

経
：済
開
発
を
め
ぐ
. 

る

人

間

能

力

の

問

題

含

実

証

的

に

，調

査

研

究

し

.
て

、

.

経

発

展

と

人

.間

能

力

開

発

の

相

関

関

係

を

見

出

す
 

ベ

く

努

力

し

、

そ

；
の

相

関

値

に

基

づ

<-
-
.
四
.

づ
©.
発

展
 

段
階
類
型
を
設
定
し
、
さ
ら
に
そ
の
^
礎
の
上
に
低 

開
発
国
の
経
済
発
達
.

の
'手

段

と

し

て

の

教

育

投

資

の
 

政
策
立
案
の
指
針
を
設
定
し

よ
う
と
し
た

点
で
あ 

'

る
。
著
者
達
は
単
に
調
査
研
^

,

し
た
だ
け
に
[1
1

ま

ら

r 

ず
、
多
年
に
わ
た
っ
て
開
発
計
画
の
立
案
と
.

そ

の

推
, 

進
に
参
画
し
て
き
た
実
践
的
経
験
'

の
持
主
一
で
も
あ
：
，
 

る
。
し
た
が
っ
て
本
書
は
、
著
者
た
，ぢ
も
の

へ
べ
.

て
い 

る
よ
う

に
経
済
計
画
立
案
者
'
 

教
育V

人
間
能
力
開
/

 

発
に
当
た
る
す
べ
て
の
人
た
ち
、
経
済
：
.

政
^:
.
社 

会
：の
近
代
化
に
関
心
を
も
つ
研
究
者
：に
と
-
て
よ
き 

参
考
と
な
る
べ
く
、
人
的
資
源
開
発
に
つ
い
て
の
'一
 

.

般
概
念
の
提
起
を
意
図
し
て
い
.

^

.

そ
.

れ
故
に
、
本 

;

書
は
単
な
る
書
斎
内
の
学
術
研
究
に
限
定
さ
れ
る
も 

の
で
は
な
く
、
政
策
.

遂
行
に
役
立
：つ
実
践
的
指
針
の 

探
究
を
意
因
し
て
.

い
る
。」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る

。

.
 

本
書
は
一
〇
章
よ
り
な
る
が

、
.
最
初
の
三
章
に
お
い
'

. 

て
人
的
資
本
の
開
発
の
度
合
い
に
応
じ
て
レ
ベ
ル
I

 

か
^

レ
べ
ル
17
-

ま
で
に
各
国
を
わ
け
る
。
レ
べ
ル
1

"

 

(

低
.
開
発
国)

、

レ
ベ
ル
n

(

部
分
的
開
発
国)

、

レ
ベ 

ル
冚(

中
進
国)

、
レ
べ
ル
17(

先
進
国)

、
.と
に
分
け 

て
、
そ
の
各
々
に
つ
い
て
、
教
育
水
準
を
第
一
レ
べ 

ル

(

初
等
教
育)

、
第
二
レ
べ
ル

(

中
等
教
育)

、
第


